
－1－

火
薬
類
取
締
法
の
適
用
を
受
け
な
い
火
工
品
を
指
定
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
案

新
旧
対
照
条
文
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

○
火
薬
類
取
締
法
の
適
用
を
受
け
な
い
火
工
品
を
指
定
す
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
経
済
産
業
省
告
示
第
十
四
号
）

改

正

案

現

行

一
～
二
十
六

（
略
）

一
～
二
十
六

（
略
）

二
十
七

発
生
さ
せ
た
ガ
ス
を
使
用
し
て
消
火
を
行
う
ガ
ス
発
生
器
（
電
気

二
十
七

発
生
さ
せ
た
ガ
ス
を
使
用
し
て
消
火
を
行
う
ガ
ス
発
生
器
（
電
気

点
火
に
よ
り
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、

点
火
に
よ
り
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、

次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

イ

点
火
薬
（
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に
限
る
。
）
の
量
が
三
グ
ラ
ム

イ

点
火
薬
（
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に
限
る
。
）
の
量
が
二
グ
ラ
ム

以
下
で
あ
る
こ
と
。

以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ

ガ
ス
発
生
剤
（
ガ
ス
発
生
量
が
一
秒
に
つ
き
一
万
四
千
立
方
セ
ン
チ

ロ

ガ
ス
発
生
剤
（
ガ
ス
発
生
量
が
一
秒
に
つ
き
六
千
立
方
セ
ン
チ
メ
ー

メ
ー
ト
ル
以
下
及
び
発
熱
量
が
一
秒
に
つ
き
四
万
八
千
ジ
ュ
ー
ル
以
下

ト
ル
以
下
及
び
発
熱
量
が
一
秒
に
つ
き
二
万
九
百
二
十
ジ
ュ
ー
ル
以
下

の
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に
限
る
。
）
の
量
が
五
百
二
グ
ラ
ム
以
下

の
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に
限
る
。
）
の
量
が
百
グ
ラ
ム
以
下
で
あ

で
あ
る
こ
と
。

る
こ
と
。

ハ

火
薬
を
再
度
充
塡
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
使
用
で
き
な
い
構
造
で

ハ

火
薬
を
再
度
充
塡
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
使
用
で
き
な
い
構
造
で

あ
る
こ
と
。

あ
る
こ
と
。

ニ

外
殻
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
の
防
錆
性
を
有
す
る
合
金
製
で
あ

ニ

外
殻
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
の
防
錆
性
を
有
す
る
合
金
製
で
あ

る
こ
と
。

る
こ
と
。

ホ

内
部
の
火
薬
が
容
易
に
取
り
出
せ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ホ

内
部
の
火
薬
が
容
易
に
取
り
出
せ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二
十
八

発
生
さ
せ
た
ガ
ス
を
使
用
し
て
消
火
を
行
う
ガ
ス
発
生
器
（
撃
針

二
十
八

発
生
さ
せ
た
ガ
ス
を
使
用
し
て
消
火
を
行
う
ガ
ス
発
生
器
（
撃
針
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点
火
に
よ
り
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、

点
火
に
よ
り
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、

次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

イ

点
火
薬
（
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に
限
る
。
）
の
量
が
二
・
五
グ

イ

点
火
薬
（
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に
限
る
。
）
の
量
が
二
グ
ラ
ム

ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
。

以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ

ガ
ス
発
生
剤
（
ガ
ス
発
生
量
が
一
秒
に
つ
き
一
万
四
千
立
方
セ
ン
チ

ロ

ガ
ス
発
生
剤
（
ガ
ス
発
生
量
が
一
秒
に
つ
き
六
千
立
方
セ
ン
チ
メ
ー

メ
ー
ト
ル
以
下
及
び
発
熱
量
が
一
秒
に
つ
き
四
万
八
千
ジ
ュ
ー
ル
以
下

ト
ル
以
下
及
び
発
熱
量
が
一
秒
に
つ
き
二
万
九
百
二
十
ジ
ュ
ー
ル
以
下

の
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に
限
る
。
）
の
量
が
五
百
二
グ
ラ
ム
以
下

の
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に
限
る
。
）
の
量
が
百
グ
ラ
ム
以
下
で
あ

で
あ
る
こ
と
。

る
こ
と
。

ハ

撃
発
式
雷
管
の
起
爆
薬
の
量
が
〇
・
〇
二
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と

ハ

撃
発
式
雷
管
の
起
爆
薬
の
量
が
〇
・
〇
二
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と

。

。

ニ

火
薬
及
び
爆
薬
を
再
度
充
塡
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
使
用
で
き
な

ニ

火
薬
及
び
爆
薬
を
再
度
充
塡
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
使
用
で
き
な

い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ホ

外
殻
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
の
防
錆
性
を
有
す
る
合
金
製
で
あ

ホ

外
殻
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
の
防
錆
性
を
有
す
る
合
金
製
で
あ

る
こ
と
。

る
こ
と
。

二
十
九

（
略
）

二
十
九

（
略
）

三
十

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項

（
新
設
）

又
は
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
着
用
型
自

動
除
細
動
器
に
用
い
ら
れ
る
導
電
性
の
薬
液
の
射
出
装
置
で
あ
っ
て
、
次

の
要
件
を
満
た
す
も
の
。

イ

爆
薬
の
量
が
〇
・
〇
〇
四
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ

電
気
点
火
に
よ
り
、
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ハ

爆
薬
を
再
度
充
塡
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
使
用
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
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こ
と
。

ニ

外
郭
は
、
防
錆
性
を
有
す
る
材
質
で
あ
る
こ
と
。

ホ

内
部
の
爆
薬
が
容
易
に
取
り
出
せ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。


